
湘南ひらつか都市づくり

• 
新
年
度
予

の
考
え
方

• 

四
月

一
日
は
、
市
制
記
念
日
で
す
。
平
塚
市
は
昭
和
七
年
四
月

一
円
に
市
制
を
施
行
し
て

か
ら
六
十
三
年
目
を
迎
え
ま
す
。

市
は
、

二
十
一
世
紀
を
間
近
に
控
え
、
新
平
塚
市
総
合
計
画
に
基
づ
き

「き
ら
め
く
海

緑
の
丘
創
造
と
う
る
お
い
の
湖
南
の
都
市
ひ
ら
つ
か
」
の
将
来
像
に
向
け
て
、
心
ふ
れ

あ
う
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
我
が
国
を
取
り
巻
く
内
外
の
情
勢

変
化
は
、
激
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
国
政
の
中
で
も
歴
史
に
残
る
大
き
な
出
来
事
が
相
次

い
で
起
こ
る
な
ど
、
今
「
変
革
」
の
と
き
に
さ
し
か
か
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
悶
内
の
経
済
は
「
緩
や
か
な
回
復
の
方
向
に
向
か

っ
て
い
る
」
と
言
わ
れ
る
も
の

の
、

「
回
復
感
な
き
回
復
」
と
も
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
依
然
と
し
て
低
迷
し
て
い
ま
す
。
国

民
所
得
の
伸
び
悩
み
、
終
身
雇
用
制
度
の
見
直
し
、
新
卒
者
の
就
業
機
会
の
減
少
、
雇
用
不

安
な
ど
国
民
生
活
に
明
る
さ
が
見
、
え
て
き
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
、
市
財
政
も
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
行
政
改
革
に

一
層
努
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
行
政
の
停
滞
は
も
と
よ
り
、
質
的
低
下
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
市
民
本
位
の

魅
力
あ
る
街
づ
く
り
を
目
指
す
た
め
、
市
民
の
ニ

l
ズ
と
社
会
情
勢
を
見
定
め
な
が
ら
、
だ

れ
か
ら
も
愛
さ
れ
、
個
性
と
魅
力
に
あ
ふ
れ
た
「
都
市
づ
く
り
」
を
進
め
ま
す
。

平
成
七
年
度
の
当
初
予
算
は
、

統

一
地
方
選
挙
で
あ
り
、
四
期
十
六
年
間
勤
め
た
石
川
京

一
市
長
も
勇
退
す
る
こ
と
か
ら
骨
格
予
算
で
す
。
そ
の
た
め
、
市
民
生
活
に
支
障
を
き
た
す
も

の
と
、
継
続
事
業
を
中
心
に
当
初
予
算
を
編
成
し
て
い
ま
す
。

ー
、
急
速
に
進
む
高
齢
化
社
会
に
向
け
て
、
高
齢
者
、
障
害
者
の
各
観
相
談
を
始
め
、
機
能

回
復
訓
練
用
の
温
水
プ

l
ル
等
を
備
え
た
地
域
福
枇
サ
ー
ビ
ス
活
動
の
拠
点
と
し
て
、
平
成

六
年
度
に
引
き
続
き
仮
称
南
部
福
祉
会
館
を
整
備
し
ま
す
。
こ
の
施
設
は
、
地
区
図
書
館
、

地
区
体
育
館
を
併
設
し
た
複
合
施
設
で
す
。

2
、
第

一
期
ご
み
埋
め
立
て
最
終
処
分
場
は
、
平
成
八
年
度
を
も
っ
て
限
界
に
速
す
る
こ
と

か
ら
、
第
二
期
埋
め
立
て
施
設
の
整
備
を
、
平
成
六
年
度
か
ら
三
か
年
継
続
事
業
で
整
備
し

て
い
ま
す
。
埋
め
立
て
予
定
期
間
は
、
平
成
二
十
三
年
ま
で
の
十
五
年
間
で
す
。

3
、
ぱ
ら
の
丘
ハ
イ
テ
ク
パ

l
ク
構
恕
の
幹
線
道
路
と
し
て
西
部
丘
陵
と
市
街
地
を
結
ぶ
都

市
計
画
道
路
八
幡
神
社
土
屋
線
は
、
大
き
な
課
題
で
あ
る
仮
称
日
向
岡
ト
ン
ネ
ル
の
整
備
へ

と
進
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
膨
大
な
費
用
を
要
す
る
こ
と
も
あ
っ
て
、

平
成
五
年
度

か
ら
四
か
年
の
継
続
事
業
で
整
備
し
て
い
ま
す
。

4
、
相
模
小
学
校
は
、
昭
和
四
十
二
年
度
か
ら
四
十
六
年
度
に
神
田
中
学
校
と
し
て
建
設
し

た
も
の
で
す
が
、
神
田
中
学
校
の
移
転
と
相
模
小
学
校
の
新
設
に
よ
り
、
相
模
小
学
校
の
校

舎
と
し
て
使
用
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
す
で
に
老
桁
化
が
進
ん
で
い
る
た
め
、
校
舎
の

盤
備
を
し
ま
す
。

5
、
本
市
は
従
前
か
ら
計
画
的
に
、
地
域
の
自
主
防
災
組
織
の
協
力
を
得
て
、
防
災
体
制
の

充
実
に
努
め
て
き
ま
し
た
ロ
し
か
し
、
阪
神
大
震
災
の
教
訓
を
得
て
、

当
面
必
要
と
さ
れ
る

資
材
を
措
置
す
る
と
同
時
に
、
防
災
計
画
を
見
直
し
ま
す
。



( 2 ) 市 制 記念特 集っか

ぬくもりのあるログ，、ゥス(丸太 小屋)

「
大
野
子
ど
も
の
家
」
が
四

月
三
日
(
月
)
に
オ
ー
プ
ン
し

ま
す
。子

ど
も
の
家
は
、
子
供
た
ち

が
自
由
に
伸
び
伸
び
と
遊
び
、

創
造
性
や
連
帯
感
を
は
ぐ
く

み
、
健
や
か
に
成
長
す
る
こ
と

を
願
っ
て
建
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

横
内
・
山
城
・
み
な
と
に
続
き
、

こ
の
大
野
子
ど
も
の
家
が
四
館

固
と
な
り
ま
す
。

「叫

デイサービスセンターは 1階で、障害を持

つお年寄りのための装備を備えた浴室や、リ

ハビリを行う日常勤作馴練室、食堂などがあ

ります。機能回復訓練用の温水プールは地下

1階で、水のカを利用したさまざまな機能回

復プログラムが行えます。

南図哲館は、中央館、北館、西館に続いて

建設されるもので、 2階 ・3階に設置されま

す。お年寄り向けの図岱や海に関係した資料

を充実させる予定です。

体育館は、公民館に股印されているものと

ほぼ同じ規模のものが建設されます。

= 
= 

三

三

= 

呈

= = 

三

= 

= 

三

三

高齢化社会に対応するための地域福祉サー

ビスの拠点となる福祉施設と、生涯学習の拠

点、としての図密館、 体育館を併設した複合施

設「南部福祉会館J を建設中です。場所は袖

ケ浜で、完成は平成 8年容の予定です。

お年寄りの健康増進や教張、レクリエーシ

ョンなどに利用していただく老人福祉センタ

ーは、建物の 2階部分に設けられます。中 に

できる集会室は、約56位 の和室主 (170人収容)

で、カラオケや舞踊を楽しめます。松林の緑

が眺められる浴室や閤慈、将棋、茶道などを

楽しめる和室もあります。

入ロ

建
物
は
木
の
ぬ
く
も
り
が
あ

る
ロ
グ
ハ
ウ
ス
(
丸
太
小
屋
)

で
、
室
内
に
は
つ
り
輪
や
卓
球

台
な
ど
が
あ
る
プ
レ
イ
ル
l
ム、

オ
セ
ロ
ゲ
1
ム
な
ど
が
で
き
る

ゆ
と
り
コ
ー
ナ
ー
、
図
書
室
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
屋
根

裂
に
は
雨
の
日
で
も
遊
べ
る
よ

う
室
内
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
が
、
屋

外
に
は
回
転
す
べ
り
台
な
ど
の

遊
具
が
あ
り
ま
す
。

利
用
で
き
る
の
は
、
小

・
中

学
生
と
、
付
き
添
い
の
あ
る
幼

児
、
お
よ
び
背
少
年
育
成
団
体

で
、
開
館
時
間
は
午
前
十
時

(小

・
中
学
校
が
休
み
の
日
は

九
時
)
か
ら
午
後
五
時
ま
で
。

新農業総合研究所が完成

-月のオープンを目指してボードウ オーク北側に建設中のピ -

tンタ ー。 外観はi伎をイメージしています。建物の中には、ピ

ースポー ツの用具を貸し出す事務室や、 温水シャワ一、 売応、

ミ室、ライブセーパーの桔め所などが設けられます。

地上 5階地下 1階 建 て の 本 館 に は オ ー プ ン

ラボラトリー(公開実験室)が設けられ、農家

の み な さ ん に 開 放 さ れ 去 す。 また、栽培温室

や人工気象室などの実験棟、研究ほ場、資源

リサイクノレ施設役ども設けられます。これら

の施設で、 バ イオテクノロジーや最新の機械

技術などを利 用した研究や、段業情勢の分析

・予測などが行われることになっています。

= 
宣

言

喜

三

= 
三

z 

至

芸

21世紀に向けた活力ある曲芸誌の総合的研究

開発を進めようと、吉沢地区に誘致した県の

E造業総合研究所が完成しました。

この施設は、 今 まで市内寺田縄にあった農

業総合研究所や、 二 宮町にあった圃笠 試験場、

海老名市にあった蚕業センター技術研究部を

統合し、さらに新しい品業のシ ン クタンク的

f交筈リをf旦うことを閤托iしています。

ビ
ー
チ
セ
ン
タ
ー

東防波堤、南防波堤、西防波堤などの外事E施設工事進む

新
港
の
建
設
が
進
む
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3
ふ

に
合
わ
せ
採
光
や
外
観
に
配
躍

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
事
務
所
内
を
行
っ
た

り
来
た
り
し
な
い
よ
う
に
分
か

り
ゃ
す
い
案
内
表
示
や
ワ
ン
フ

ロ
ア
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
採
用
し

て
い
る
ほ
か
、
自
動
車
の
新
機

構
に
迅
速
に
対
応
で
き
る
最
新

設
備
も
導
入
し
て
い
ま
す
。

平
塚
の
新
し
い
看
板
と
し
て

期
待
が
か
か
る
「
湘
南
ナ
ン
バ

ー
」
を
交
付
す
る
新
車
検
場
が
、

昨
年
十
月
束
盟
国
に
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。

抗

場
内
に
は
、
湘
南
自
動
車
検

が

査
登
録
事
務
所
な
ど
全
部
で
五

鯨

つ
の
事
務
所
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ

岬

れ
が
湘
南
の
明
る
い
イ
メ
ー
ジ

つ
R
J
 

どな所務官'
ミ
g
F

O
S
 

登査検宙
平動自衛湘ま場検車
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平成7年 4月1日( 3 ) 

「見送り J

内部の照

建て替えを進めていた平塚市営火葬場が、名称も「平塚市型苑J

と変更し、 3月15日完成しました。

これは、昭和38年に援エした平塚市営火葬場が老朽化したため、

平 成 4年度から建て替え工事を進めていたもの で す。 昨年 6月か

ら 施 設は椋働させていましたが、同 じ敷 地 内の 旧施設を利用しな

がら建設されていたため、その取り壊しゃ庭園など周囲の造 成工

事が残っていました。

新しい建物は、会葬される方の心理を考え 「告別」

rJj叉骨J それぞれに独立した空間を取り入れ、外観や、

明、内装などにも配成した施設になっていま す。

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
と
¢
共
存

を
目
指
し
て
、
漁
業
や
遊
魚
な

ど
多
様
な
機
能
を
備
え
た
新
し

い
港
を
外
海
に
建
設
し
て
い
ま

す
。
平
成
六
年
度
ま
で
に
外
郭

施
設
と
し
て
防
波
堤
、

謹
岸
合

威
し
て
い
ま
す
c

す
べ
て
完
成
す
る
の
は
平
成

十
三
年
度
の
予
定
で
、
完
成
後

は
漁
業
の
み
な
ら
ず
、
観
光
漁

業
の
基
地
と
し
て
、
マ
リ
ン
レ

ジ
ャ
ー
の
拠
点
と
な
り
ま
す
。

総合判定は約15分で終わる

=-陶旬司同開同・

唱句 、、
トンネル工事は300メートル進んでいる

日
向
岡
ト
ン
ネ
ル
工
事

検査棟

西
部
丘
陵
と
市
街
地
を
結
ぶ

平
塚
市
の
骨
格
的
機
能
を
有
す

る
道
路
と
し
て
整
備
が
進
め
ら

れ
て
き
た
八
幡
神
社
土
屋
線
。

こ
の
路
線
の
大
き
な
課
題
だ
っ

た
日
向
岡
ト
ン
ネ
ル
の
工
事
が

昨
年
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

第
一
期
工
事
(
二
車
線
)
分
の

開
通
は
平
成
十
年
四
月
以
降
に

な
る
予
定
で
す
。
現
在
、
全
長

五
百
五
十
五
討
に
な
る
ト
ン
ネ

ル
の
三
百
灯
ほ
ど
の
地
点
(
旭

陵
中
下
付
近
)
を
掘
り
進
ん
で

い
ま
す
。

遠
篠
原
最
終
処
分
場ごみを燃やした後の灰や、粉々に砕かれた燃えないごみなど、

ごみの最終的な行き場となるのが遠藤原一般腐葉物最終処分地

です。第一 期分の埋め立て地がもうすぐ満杯となるため、第二

期分の用地会確保するための工事が進め られています。

東
豊
田
ポ
ン
プ
場
完
成

待ち合い室は82:ある

昨
年
十
月
に
完
成
し
た
東
豊

田
ポ
ン
プ
場
は
、
市
内
西
部
地

区
か
ら
流
さ
れ
て
く
る
汚
水
を

四
之
宮
に
あ
る
処
理
場
に
送
る

た
め
の
中
継
所
で
す
。

現
在
、
工
事
が
進
め
ら
れ
て

い
る
金
田
、
岡
崎
地
区
な
ど
を

合
わ
せ
、
約
十
四
万
人
分
の
汚

水
を
庄
送
し
ま
す
。

人
口
の
増
加
が
著
し
く
公
共

下
水
道
の
要
望
の
多
い
旭
地
区

や
金
目
地
区
も
平
成
八
年
度
か

ら
工
事
が
始
ま
り
ま
す
。

こ
の
ポ
ン
プ
場
の
完
成
で
、

平
塚
市
の
下
水
道
事
業
が
ま
た

一
歩
前
進
し
ま
し
た
。



屋
上
は
展
望
台
に
な
っ
て
い
て

階
段
の
ほ
か
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
で

も
登
れ
ま
す
。
こ
の
展
望
台
に

は
、
展
望
ハ
ウ
ス
が
設
け
ら
れ
、

一
番
高
い
所
は
十
五

・
一M
川あ

り
三
百
六
十
度
の
大
パ
ノ
ラ
マ

が
楽
し
め
ま
す
。

か
ら
丹
沢
の
山
々
ま
で
見
渡
せ

る
眺
望
の
名
所
。
容
に
は
約
二

千
本
の
桜
や
ツ
ツ
ジ
の
花
見
、

ア
ス
レ
チ
ッ
ク
コ
l
ス
の
利
用

な
ど
、
た
く
さ
ん
の
市
民
に
思

い
の
場
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い

ま
す
。
標
高
百
七
十
九
討
。

マ
交
通
平
塚
駅
北
口
パ
ス
ロ

番
線
「
湘
南
平
行
き
」
終
点

眺
め
を
楽
し
む

基
む
⑧

b
E
M
m
観
察

( 4 ) 

神
奈
川
の
奇
勝
五
十
選
に
も

選
ば
れ
て
い
る
湘
南
平
。
昭
和

三
十
四
年
に
は
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス

が
オ
ー
プ
ン
し
、
観
光
名
所
と

し
て
た
く
さ
ん
の
人
が
訪
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

建
物
の
老
朽
化
が
激
し
く
な
っ

て
き
た
た
め
、
平
成
五
年
か
ら

周
辺
の
整
備
と
合
わ
せ
工
事
が

進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

新
し
く
オ
ー
プ
ン
し
た
レ
ス

ト
ハ
ウ
ス
の
一
階
は
売
居
や
ト

イ
レ
、
二
階
は
レ
ス
ト
ラ
ン
、

ヲ
ジ
ボ
ボ
奮
調
べ
よ
う

市 制 記念特集

「人

・
水

・
緑
、
出
会
い
の
広
場
」

を
テ
!
?
に
、
子
供
た
ち
が
水
遊
び
で

き
る
「
波
の
泉
」
や
、
夜
に
な
る
と
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
る
オ
ブ
ジ
ェ
が
設
置

さ
れ
た
公
園
で
す
。

ま
た
、
花
壇
が
大
小
合
わ
せ
て
十
か

所
あ
り
、
訪
れ
る
人
の
目
を
楽
し
ま
せ

て
い
ま
す
。

道
漏
や
土
手
、
田
畑
の
あ
ぜ
道
に
黄
色
い
花
を
咲
か
せ
る

タ
ン
ポ
ポ
。
陽
の
光
を
い
っ
ぱ
い
吸
い
込
ん
だ
よ
う
な
そ
の

姿
は
、
私
た
ち
の
山
を
明
る
く
し
て
く
れ
ま
す
。
こ
の
タ
ン

ポ
ポ
を
観
察
し
て
み
る
と
、
身
の
回
り
の
自
然
環
境
ガ
ど
の

なでしこ公園

南

湘

平

湘
南
の
海
岸
線
や
大
島
な
ど

の
品
々
、
日
士
山
や
箱
根
連
山

ょ
う
怠
状
態
に
あ
る
の
か
ガ
分
か
っ
て
き
ま
す
。

タ
ン
ポ
ポ
に
は
、
も
と
も
と

日
本
列
島
に
生
え
て
い
た
在
来

極
(
平
塚
で
は
カ
ン
ト
ウ
タ
ン

ポ
ポ
)
と
、
明
治
時
代
に
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
か
ら
入
っ
て
き
た
外
来

種
(
セ
イ
ヨ
ウ
タ
ン
ポ
ポ

・
ア

カ
ミ
タ
ン
ポ
ポ
)
が
あ
り
ま
す
。

分
類
の
決
め
手
に
な
る
の
は

約
簡
の
形
(
左
図
参
照
)
で
す
。

総
哲
が
、
め
く
れ
て
い
る
の
が

外
来
租
、
そ
う
で
な
い
の
が
在

来
種
で
す
。

た
も
の
が
広
が
っ
た
の
だ
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

在
来
植
の
カ
ン
ト
ウ
タ
ン
ポ

ポ
は
、
市
内
西
部
の
丘
陵
地
帯

の
段
々
畑
の
土
手
や
果
樹
園
の

下
な
ど
、
普
な
が
ら
の
最
観
が

保
た
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
多
く

見
か
け
ら
れ
ま
す
。

平
塚
で
は
こ
の
よ
う
に
、
市

街
化
の
進
ん
で
い
る
地
域
か
ら

自
然
が
残
る
地
域
へ
向
け
、
ア

カ
ミ
、
セ
イ
ヨ
ウ
、
カ
ン
ト
ウ

と
い
う
ド
ー
ナ
ツ
型
の
分
布
を

し
て
い
ま
す
。

広報ひらつか

犬
・
猫
ス
ト
ッ
プ

金目親水公園

.外来種0在来種

北
金
目
に
あ
っ
た
簡
易
水
道
の
水
源
を
利

用
し
て
二
百
討
の
流
れ
や
池
を
造
り
、
あ
ず

ま
や
風
の
ト
イ
レ
な
ど
、
管
の
田
園
風
景
を

再
現
し
た
よ
う
な
公
園
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
の
公
園
に
も
、
新
し
い
遊
具
が

設
置
さ
れ
て
い
る
の
で
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

タ
ン
ポ
ポ
の
花
が
夜
閉
じ
る

こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

カ
ン
ト
ウ
タ
ン
ポ
ポ
で
開
花
後

約
三
日
間
、
セ
イ
ヨ
ウ
タ
ン
ポ

ポ
で
約
二
日
間
開
閉
し
ま
す
。

花
が
終
わ
っ
た
タ
ン
ポ
ポ
の

茎
は
い
っ
た
ん
横
に
倒
れ
ま
す

が
、
実
が
熱
し
て
く
る
と
再
び

立
ち
上
が
っ
て
花
の
と
き
よ
り

も
高
く
伸
び
ま
す
。
こ
れ
は
、

実
が
未
熟
な
時
に
は
鳥
に
食
べ

ら
れ
る
の
を
防
ぎ
、
熱
し
た
実

は
速
く
へ
飛
ば
す
た
め
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

の

レ
ス
ト
ラ
ン

よ
り
多
く
の
利
用
者
に
喜
ん

で
い
た
だ
け
る
よ
う
幅
広
い
メ

ニ
ュ
ー
を
そ
ろ
え
た
レ
ス
ト
ラ

ン
。
い
す
席
を
六
十
席
用
意
し
、

午
前
十
時
か
ら
午
後
九
時
ま
で

営
業
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
売
庖
は
飲
み
物
、
菓

子
、
お
み
や
げ
品
な
ど
を
取
り

扱
っ
て
い
ま
す
。
営
業
時
聞
は

午
前
十
時
か
ら
、
午
後
六
時
ま

で
で
す
。

ア
カ
ミ
タ
ン
ポ
ポ
は
市
街
地

で
よ
く
見
か
け
ま
す
。
舗
装
さ

れ
た
迫
路
の
す
き
ま
な
ど
に
た

く
ま
し
く
生
え
て
い
ま
す
。
閉

じ
外
来
植
で
も
、
セ
イ
ヨ
ウ
タ

ン
ポ
ポ
は
市
街
地
周
辺
の
空
き

地
や
駐
車
場
、
新
し
い
道
路
の

端
な
ど
で
多
く
見
か
け
ま
す
。

と
の
セ
イ
ヨ
ウ
タ
ン
ポ
ポ
は
、

食
用
に
す
る
た
め
持
ち
込
ま
れ

新しい遊具も

砂
場
で
遊
ぶ
子
供
に
と
っ
て
、

犬
や
猫
の
ふ
ん

・
尿
は
、
と
て

も
不
衛
生
で
す
。

そ
こ
で
、
老
松
町
公
開
や
長

持
か
す
み
町
公
園
で
は
、
犬
や

猫
が
入
れ
な
い
よ
う
に
砂
場
を

フ
ェ

ン
ス
で
囲
い
、
子
供
た
ち

が
安
心
し
て
砂
遊
び
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

平成7年 4月1日
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